
(57)【要約】

　本発明は、医療技術の領域に関しており、人体または

動物の体部、殊に、心臓及び／又は肺のバイタルパラメ

ータの高速診断および監視用の、ケーブル及び／又はチ

ューブレスのユーザが片手で使用することができるコン

パクトな形式の診断および監視装置に関している。手の

ひらの大きさの横断面で、手の幅の約半分の高さのケー

シング内に、体部に装着された側面で、体部の音響及び

／又は電気信号を検出して転送するための、ホーンのよ

うな装置（４，５）が設けられている。当該装置は、検

出装置の信号を解析、フィルタリング、記憶する装置、

並びに、評価された信号を、デジタルまたはアナログ形

式で表示フィールド（１４，１４，１６，１７）を用い

てビジュアルに表示するための別の装置、及び／又は、

ケーシング内に設けられたスピーカ（９）を介して音響

再生するための装置と接続されている。診断及び監視装

置は、付加的に、外部装置及び／又は機器（例えば、コ

ンピュータ、イヤホン、プリンタ）の端子接続用のイン

ターフェース（１０，１１）を有している。本発明の主

要要件は、図１および３に示されている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー ブ ル 及 び ／ 又 は チ ュ ー ブ を 必 要 と し な い 、 ユ ー ザ が 片 手 で 持 て て セ ッ ト 可 能 な 、 コ
ン パ ク ト な 診 断 装 置 の 形 式 で の 、 人 体 ま た は 動 物 の 体 部 の バ イ タ ル パ ラ メ ー タ の 検 査 お よ
び 監 視 装 置 （ バ イ タ ル ス コ ー プ ） に お い て 、
大 き さ が 医 者 の 白 衣 の ポ ケ ッ ト 内 に 入 る 程 度 の ケ ー シ ン グ 内 に 、 手 の ひ ら の 大 き さ の 横 断
面 で 、 手 の 幅 の 約 半 分 の 高 さ で 、 体 部 の 一 つ ま た は 複 数 の 信 号 を 検 出 し て 転 送 す る 装 置 （
１ ， １ ″ ； ２ ， ２ ′ ， ２ ″ ； ３ ； ４ ， ５ ； ４ ′ ； ４ ″ ； ４ ′ ″ ， ３ ４ ， ３ ９ ； ４ １ ； ４ ３
， ２ ６ ， ４ ７ ） が 装 着 さ れ て お り 、 当 該 検 査 装 置 に よ っ て 供 給 さ れ た 信 号 の 電 気 的 評 価 、
フ ィ ル タ リ ン グ お よ び 記 憶 用 の 装 置 、 評 価 さ れ た 前 記 信 号 を デ ジ タ ル ま た は ア ナ ロ グ 形 式
で ビ ジ ュ ア ル に 再 生 す る 装 置 （ ７ ， １ ４ ， １ ５ ， １ ６ ） ま た は 前 記 評 価 さ れ た 信 号 を 音 響
的 に 再 生 す る た め の 装 置 （ ９ ） が 装 着 さ れ て お り 、 当 該 の 検 査 お よ び 監 視 装 置 に 、 当 該 装
置 の 外 側 に 、 外 部 装 置 お よ び 機 器 、 例 え ば 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 イ ヤ ホ ン 、 ヘ ッ ド ホ ン 、 プ リ
ン タ お よ び 測 定 電 極 の 端 子 接 続 用 の イ ン タ ー フ ェ ー ス （ １ ０ ， １ １ ， ２ ０ ， ２ ２ ） が 、 ケ
ー ブ ル リ ー ド 部 （ ４ ″ ″ ） と 一 緒 に 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 評 価 さ れ た 信 号 を ビ ジ ュ ア ル に 再 生 す る 装 置 は 、 デ ィ ス プ レ イ － デ ジ タ ル フ ィ ー ル ド （
１ ５ ） 、 デ ィ ス プ レ イ 振 幅 バ ー （ １ ６ ） お よ び 所 要 の 操 作 キ ー （ １ ３ ） 並 び に 操 作 お よ び
表 示 領 域 内 に ま と め ら れ た 、 ま た は 、 当 該 操 作 お よ び 表 示 領 域 に 対 応 つ け ら れ た 、 当 該 の
装 置 の ケ ー シ ン グ に 装 着 さ れ た 、 デ ィ ス プ レ イ 曲 線 フ ィ ー ル ド （ １ ４ ） の あ る ス ク リ ー ン
（ ７ ） か ら 構 成 さ れ て お り 、 前 記 表 示 領 域 内 に は 、 同 時 に 、 ま た は 、 同 時 で な く 検 出 さ れ
る 複 数 の 信 号 を 表 示 す る こ と が で き 、 前 記 操 作 お よ び 表 示 領 域 （ １ ３ ， １ ５ ， １ ６ ） お よ
び 前 記 ス ク リ ー ン （ ７ ） は 、 体 部 と は 反 対 側 の 、 装 置 の 上 側 に 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項
１ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 音 響 的 に 再 生 す る た め の 装 置 は 、 装 置 全 体 の ケ ー シ ン グ 内 に 統 合 さ れ た ア ン プ お よ び ア
ラ ー ム 報 知 器 付 ス ピ ー カ （ ９ ） で あ り 、 前 記 ア ン プ お よ び ア ラ ー ム 報 知 器 付 ス ピ ー カ （ ９
） は 、 殊 に 、 装 置 全 体 の 、 体 部 と は 反 対 側 の 上 面 に 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 体 部 の 信 号 検 出 用 の 装 置 は 、 電 圧 変 動 及 び ／ 又 は イ ン ピ ー ダ ン ス 値 及 び ／ 又 は 温 度 値 の
形 式 の 、 電 気 信 号 用 の 検 出 ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 ２ つ ま た は 複 数 の 測 定 電 極 （ ４ ， ５ ； ４ ′
； ４ ″ ／ ４ ′ ″ ） か ら 構 成 さ れ て お り 、 前 記 測 定 電 極 は 、 装 置 全 体 の ケ ー シ ン グ の 下 側 に
同 一 平 面 に 設 け ら れ て い て 、 被 検 体 領 域 上 に 取 り 付 け 、 な い し 、 装 着 す る こ と が で き る 請
求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 体 部 の 検 出 用 の 装 置 は 、 音 響 信 号 用 の 検 出 ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 ホ ー ン （ １ ， １ ″ ） 、 振
動 板 （ ２ ， ２ ′ ， ２ ″ ） お よ び マ イ ク ロ ホ ン （ ３ ） か ら 構 成 さ れ て お り 、 前 記 振 動 板 （ ２
， ２ ′ ， ２ ″ ） は 、 被 検 体 領 域 上 に 取 り 付 け 乃 至 装 着 す る た め に 、 装 置 全 体 の ケ ー シ ン グ
の 下 側 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 又 は ３ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 人 体 ま た は 動 物 の 体 部 の 酸 素 添 加 反 応 値 お よ び 循 環 値 の 測 定 方 法 で あ っ て 、 殊 に 、 動 脈
の 酸 素 飽 和 、 動 脈 、 毛 細 管 お よ び 静 脈 の 血 圧 値 お よ び 血 液 再 循 環 時 間 （ Ｒ ｅ ｋ ａ ｐ ｉ ｌ ｌ
ａ ｒ ｉ ｓ ｉ ｅ ｒ ｕ ｎ ｇ ｓ ｚ ｅ ｉ ｔ ） の 測 定 方 法 に お い て 、
体 の 1部 分 を 加 圧 装 置 に よ っ て 所 定 の よ う に 一 緒 に 加 圧 し 、 続 い て 、 再 度 圧 力 を 減 圧 し 、
当 該 過 程 中 、 前 記 体 の 1部 分 を 光 送 信 器 と 光 受 信 器 と の 間 に 配 置 し 、 並 び に 、 透 過 し 、 当
該 過 程 中 、 光 透 過 値 を 検 出 し て 補 正 す る
こ と を 特 徴 と す る 測 定 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 装 置 で 、 体 の 1部 分 、 例 え ば 、 指 部 分 の 挿 入 用 の 入 口 部 を 有 し て
お り 、 前 記 指 部 分 の 、 一 方 の 側 が 、 モ ジ ュ ー ル の 外 壁 に 当 接 さ れ 、 且 つ 、 前 記 指 部 分 の 対
向 し て い る 側 が 、 ト レ ー 部 （ ３ ３ ） に 当 接 さ れ て お り 、 前 記 ト レ ー 部 は 、 加 圧 装 置 （ ３ ６
～ ４ ０ ） と 接 続 さ れ て お り 、 当 該 加 圧 装 置 （ ３ ６ ～ ４ ０ ） と 一 緒 に ガ イ ド レ ー ル （ ３ ５ ）
内 で 水 平 方 向 に 可 動 に 案 内 さ れ て お り 、 前 記 ト レ ー 部 （ ３ ３ ） は 、 加 圧 軸 （ ３ ８ ） お よ び
加 圧 モ ー タ （ ４ ０ ） に よ っ て 、 装 着 さ れ た 指 部 分 に 対 し て 加 圧 し 、 該 加 圧 時 に 、 調 整 要 素
（ ３ ９ ） を 介 し て の 前 記 加 圧 軸 （ ３ ８ ） へ の 加 圧 力 が 調 整 お よ び 測 定 さ れ 、 さ ら に 、 前 記
ト レ ー 部 （ ３ ３ ） に 装 着 す べ き 指 部 分 の 方 向 に 光 送 信 器 （ ３ ４ ） が 取 り 付 け ら れ 、 前 記 光
送 信 器 は 、 光 受 信 器 （ ３ ４ ′ ） と 一 緒 に 、 セ ン サ モ ジ ュ ー ル の 対 向 す る 外 壁 と 協 働 す る
請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 を 実 施 す る た め の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 測 定 電 極 （ ４ ） は 、 装 置 ケ ー シ ン グ の 下 側 で 内 側 に 少 し へ こ ん で 取 り 付 け ら れ て い て 、
各 々 コ ン タ ク ト 部 材 ス ペ ー ス （ ５ ） を 有 し て お り 、 該 部 材 ス ペ ー ス 内 に 、 例 え ば 、 コ ン タ
ク ト ペ ー ス ト の よ う な コ ン タ ク ト 部 材 が 充 填 さ れ て い る 請 求 項 ４ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 １ つ ま た は 複 数 の 測 定 電 極 （ ４ ′ ， ４ ″ ， ４ ′ ″ ） が 設 け ら れ て お り 、 該 測 定 電 極 は 、
ホ ー ン （ １ ， １ ″ ） の 振 動 板 （ ２ ， ２ ′ ， ２ ″ ） と 同 一 面 内 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ お
よ び 請 求 項 ２ か ら ６ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 測 定 電 極 （ ４ ′ ） は 、 ケ ー シ ン グ の 下 側 に 少 し 湾 曲 し た 表 面 を 有 し て お り 、 及 び ／ 又 は
、 測 定 電 極 （ ４ ′ ″ ） は 、 ま っ す ぐ な 表 面 を 有 し て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 １ つ ま た は 複 数 の 測 定 電 極 （ ４ ′ ） は 、 取 り 外 し 可 能 に ケ ー シ ン グ の 下 側 に 装 着 さ れ て
お り 、 結 合 ケ ー ブ ル （ １ ９ ） ま た は ワ イ ヤ レ ス 送 信 器 ／ 受 信 器 シ ス テ ム と し て 装 置 お よ び
電 気 信 号 の 、 前 記 装 置 の 検 出 ユ ニ ッ ト と 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ お よ び 請 求 項 １ ～ ９ 迄 の
何 れ か １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 音 響 信 号 用 の 検 出 ユ ニ ッ ト は 、 交 換 可 能 な ホ ー ン （ １ ″ ） を 有 し て お り 、 該 ホ ー ン は 、
ね じ 、 バ ヨ ネ ッ ト 式 ロ ッ ク ま た は 他 の 公 知 の や り 方 で 装 置 の ケ ー シ ン グ 内 に 取 り 付 け ら れ
て お り 、 交 換 可 能 な 振 動 板 （ ２ ′ ） が ホ ー ン （ １ ′ ″ ） に 装 着 さ れ て い る 請 求 項 ５ 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
振 動 板 （ ２ ， ２ ″ ） 付 の ホ ー ン （ １ ， １ ″ ） の 代 わ り に 、 音 響 シ リ ン ダ （ １ ′ ） が 、 装 置
の 下 側 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 該 音 響 シ リ ン ダ は 、 同 時 に マ イ ク ロ ホ ン （ ３ ） の 保 持 部 と
し て 使 用 さ れ る 請 求 項 ５ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 体 部 の 信 号 検 出 用 の 装 置 は 、 体 部 表 面 の 機 械 的 な 緊 張 ／ 弾 性 用 の 検 査 ユ ニ ッ ト で あ っ て
、 高 さ が 種 々 異 な っ て ケ ー シ ン グ 内 に 垂 直 方 向 に 支 承 さ れ た ホ ー ン （ １ ） か ら 構 成 さ れ て
い て 、 圧 力 検 出 器 （ ４ ２ ， ４ ３ ） 付 の 音 響 検 出 お よ び 再 生 部 に 対 し て 付 加 的 に 協 働 す る 請
求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 体 部 の 信 号 検 出 用 の 装 置 は 、 体 部 表 面 の 機 械 的 な 緊 張 ／ 弾 性 の 検 出 ユ ニ ッ ト で あ っ て 、
振 動 板 （ ２ ′ ） 付 の ホ ー ン （ １ ， １ ″ ） か ら 構 成 さ れ て お り 、 前 記 振 動 板 （ ２ ′ ） の 、 ホ
ー ン と 同 じ 方 の 内 側 は 、 光 反 射 性 で あ り 、 前 記 ホ ー ン （ １ ， １ ″ ） に は 、 相 互 に 対 向 し て
設 け ら れ た 光 送 信 器 （ ４ １ ） お よ び 光 受 信 器 （ ４ １ ′ ） が 設 け ら れ て お り 、 前 記 光 送 信 器
（ ４ １ ） お よ び 光 受 信 器 （ ４ １ ′ ） は 、 前 記 振 動 板 （ ２ ， ２ ′ ） の 垂 直 方 向 の 凸 状 湾 曲 部
で の 種 々 異 な っ た 光 反 射 を 検 出 し て 電 子 評 価 装 置 に 転 送 す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 光 送 信 器 （ ４ １ ） お よ び 光 受 信 器 （ ４ １ ′ ） の 代 わ り に 、 振 動 板 （ ２ ， ２ ′ ） が 圧 電 素
子 ま た は 渦 電 流 セ ン サ と 接 続 さ れ て お り 、 前 記 圧 電 素 子 ま た は 渦 電 流 セ ン サ は 、 検 査 時 に
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前 記 振 動 板 （ ２ ， ２ ′ ） の 運 動 乃 至 位 置 を 電 気 － 電 子 信 号 に 変 換 す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 人 体 ま た は 動 物 の 体 部 の 領 域 乃 至 組 織 の 音 響 の 伝 導 特 性 、 反 射 特 性 、 共 振 特 性 を 診 断 す
る た め の 装 置 に お い て 、 打 診 要 素 に よ り 、 標 準 化 さ れ た 音 波 を 発 生 し 、 該 音 波 の 、 体 部 乃
至 体 の 1部 分 に よ る 反 射 を 検 出 装 置 に よ っ て 受 信 し て 、 電 子 装 置 に よ っ て 評 価 す る
こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 打 診 要 素 は 、 音 波 発 生 部 （ ２ ７ ′ ， ４ ４ ～ ４ ７ ） を 有 し て お り 、 該 音 波 発 生 部 は 、 請 求
項 １ 又 は ２ 記 載 の 装 置 内 に 装 着 さ れ 、 前 記 音 波 発 生 部 で 、 ハ ン マ ー 部 （ ２ ７ ′ ） は 、 音 波
発 生 用 の 電 磁 駆 動 部 （ ４ ４ ～ ４ ６ ） を 有 し て お り 、 被 検 体 部 分 上 に も 載 置 さ れ た 装 置 の 下
側 の ス ト ッ パ 面 （ ４ ７ ） 上 に 当 接 す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 打 診 要 素 は 、 音 波 発 生 部 （ ２ ６ ～ ２ ９ ） を 有 し て お り 、 音 波 発 生 部 （ ２ ６ ～ ２ ９ ） は 、
請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 装 置 の ケ ー シ ン グ の 外 壁 の 側 方 に 固 定 さ れ て い る が 、 取 り 外 し 可 能
に 装 着 さ れ て い て 、 ア ン グ ル プ ロ フ ィ ー ル 部 （ ２ ６ ） か ら 形 成 さ れ て お り 、 該 ア ン グ ル プ
ロ フ ィ ー ル 部 （ ２ ６ ） の 脚 部 は 、 相 互 に 直 角 の 両 面 か ら 形 成 さ れ て お り 、 水 平 方 向 の 脚 部
は 、 装 置 の 下 側 と 同 一 の 水 平 方 向 の 面 内 に 位 置 し て お り 、 前 記 ア ン グ ル プ ロ フ ィ ー ル （ ２
６ ） の 垂 直 方 向 脚 部 の 内 側 の 上 部 領 域 （ ２ ９ ） に 、 板 バ ネ （ ２ ８ ） が 設 け ら れ て い て 、 該
板 バ ネ （ ２ ８ ） は 、 当 該 板 バ ネ の 下 側 端 に ハ ン マ ー （ ２ ７ ） を 有 し て お り 、 当 該 ハ ン マ ー
は 、 弾 性 力 を 持 っ て 、 前 記 ア ン グ ル プ ロ フ ィ ー ル 部 （ ２ ６ ） の 水 平 方 向 脚 部 の 内 側 上 に 載
置 さ れ て お り 、 持 ち 上 げ お よ び 弾 き 返 さ れ た 時 に 衝 撃 ノ イ ズ を 発 生 す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 装 置 は 、 最 小 化 さ れ た 発 光 体 を 装 着 可 能 な 発 光 部 （ ３ １ ） を 有 し て い る 請 求 項 １ 記 載 ま
た は 請 求 項 ２ ～ １ ７ 迄 の 何 れ か １ ま た は 複 数 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ケ ー ブ ル 及 び ／ 又 は チ ュ ー ブ を 必 要 と し な い 、 ユ ー ザ が 片 手 で 持 て て セ ッ ト
可 能 な 、 コ ン パ ク ト な 診 断 装 置 の 形 式 で の 、 人 体 ま た は 動 物 の 体 部 の バ イ タ ル パ ラ メ ー タ
の 検 査 お よ び 監 視 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 公 知 の 検 査 お よ び 監 視 装 置 で は 、 検 査 す べ き 体 部 に 複 数 の 電 極 が 取 り 付 け ら れ て お り 、
こ の 電 極 に よ り 、 体 部 の 電 圧 変 動 が 検 出 さ れ る 。 そ の 際 、 測 定 ベ ク ト ル の 個 数 を 増 や す た
め に 、 同 じ よ う に 電 極 の 個 数 が 増 や さ れ る 。 こ の 各 電 極 は 、 た い て い の 公 知 装 置 で ケ ー ブ
ル を 用 い て 、 信 号 増 幅 用 の 増 幅 器 ユ ニ ッ ト 、 お よ び 、 評 価 装 置 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 公
知 の 検 査 お よ び 監 視 装 置 は 、 殊 に 前 述 の ケ ー ブ ル 接 続 、 適 切 な 増 幅 器 ユ ニ ッ ト お よ び 評 価
装 置 に よ っ て 、 さ ら に 、 こ れ ら の 各 構 成 部 分 の 空 間 的 な 寸 法 に よ っ て 著 し い 欠 点 が 生 じ る
。 一 方 で は 、 ケ ー ブ ル に よ っ て 被 検 体 の じ ゃ ま に な る 。 特 に 、 医 者 が 使 用 す る 際 に 妨 げ と
な る 。 つ ま り 、 装 置 は 、 そ の 都 度 個 別 被 検 体 に 、 そ の 位 置 で 接 続 さ れ て お り 、 医 者 に よ っ
て 常 時 携 行 さ れ て い る わ け で は な い 。 さ も な い と 、 短 時 間 で 、 多 数 の 患 者 に 端 子 接 続 し て
使 用 す る こ と が で き な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 公 開 第 ４ ３ ２ ９ ８ ９ ８ 号 公 報 か ら は 、 ケ ー ブ ル レ ス の 診 断 お よ び
監 視 装 置 が 公 知 で あ る 。 こ の 装 置 で は 、 電 極 を 評 価 ス テ ー シ ョ ン に 電 気 ケ ー ブ ル 接 続 す る
必 要 が な い 。 そ の 際 、 被 検 体 に 取 り 付 け ら れ た 電 極 に 、 送 信 ユ ニ ッ ト お よ び ア ン テ ナ が 装
着 さ れ 、 こ の 送 信 ユ ニ ッ ト お よ び ア ン テ ナ に よ り 、 別 個 の 評 価 ス テ ー シ ョ ン に ワ イ ヤ レ ス
で 接 続 さ れ て 、 検 出 さ れ た 信 号 が 評 価 ス テ ー シ ョ ン に 送 信 さ れ る 。 同 様 に 、 評 価 ス テ ー シ
ョ ン は 、 受 信 ユ ニ ッ ト お よ び ア ン テ ナ を 利 用 す る 。 こ の 刊 行 物 か ら 、 電 極 ケ ー シ ン グ 内 に
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複 数 の 電 極 ピ ン を 取 り 付 け て 、 種 々 の 位 置 で の 電 位 変 動 を 種 々 の ベ ク ト ル で 検 出 す る こ と
が で き る 。 こ の 診 断 お よ び 監 視 装 置 に は 、 そ れ と 同 時 に さ ら に 著 し い 欠 点 も あ る 。 一 方 で
は 、 技 術 的 に 複 雑 で あ り 、 特 に 、 必 要 な 送 信 器 、 受 信 器 、 検 出 器 、 コ ー ダ ユ ニ ッ ト 、 デ コ
ー ダ ユ ニ ッ ト に よ っ て 高 価 と な る 。 構 造 の 形 式 に 制 約 さ れ た 比 較 的 大 き な 電 極 も 体 部 に 持
続 的 に も 、 取 り 外 し 可 能 に も 取 り 付 け る 必 要 が あ り 、 そ の 際 、 種 々 の 体 部 部 分 の 検 査 の た
め に 、 そ の 都 度 別 個 の 、 必 要 な 送 信 器 お よ び 受 信 器 付 の 電 極 を 必 要 と す る 。 別 の 決 定 的 な
欠 点 は 、 電 極 か ら 空 間 的 に 離 れ て い て 位 置 固 定 の 、 比 較 的 大 き な 評 価 ス テ ー シ ョ ン の 装 置
構 成 に あ り 、 特 に 、 デ ィ ス プ レ イ 、 メ モ リ 、 ア ラ ー ム ユ ニ ッ ト が 含 ま れ る 。 そ の た め に 、
検 査 者 、 つ ま り 、 殊 に 医 者 が い つ で も ア ク セ ス し て 見 る こ と が で き な い 。 つ ま り 、 携 行 す
る こ と が で き な い か ら で あ る 。 し か も 、 検 査 機 能 （ セ ン サ の 種 類 ） を 極 め て 僅 か し か 装 置
内 に 統 合 す る こ と が で き ず 、 殊 に 、 聴 診 が で き ず 、 打 診 が で き ず 、 血 液 の 酸 素 飽 和 も 血 液
再 循 環 （ 毛 細 血 管 循 環 ） 時 間 （ Ｒ ｅ ｋ ａ ｐ ｉ ｌ ｌ ａ ｒ ｉ ｓ ｉ ｅ ｒ ｕ ｎ ｇ ｓ ｚ ｅ ｉ ｔ ） も 測
定 で き な い と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 公 開 第 ４ ０ １ ２ ８ ７ ４ 号 公 報 か ら 、 長 時 間 Ｅ Ｋ Ｇ 測 定 装 置 付 の 、
体 部 に 取 り 付 け て 携 行 可 能 な 血 圧 測 定 装 置 も 公 知 で あ る 。 こ の 装 置 内 に は 、 自 動 的 に 血 圧
測 定 す る た め に 必 要 な 装 置 部 分 が 、 カ フ マ ン シ ェ ッ ト お よ び ポ ン プ 、 並 び に 、 評 価 お よ び
制 御 回 路 と 共 に シ ス テ ム 内 に 統 合 さ れ て い る 。 こ の 装 置 は 、 特 に 、 自 動 的 な 長 時 間 Ｅ Ｋ Ｇ
お よ び 血 圧 測 定 用 に 構 成 さ れ て お り 、 有 利 に は 、 Ｅ Ｋ Ｇ 変 化 と 関 連 付 け て 血 圧 測 定 を 行 う
と い う 課 題 を 有 し て い る 。 必 要 な カ フ マ ン シ ェ ッ ト お よ び そ の 操 作 に 使 う ポ ン プ は 、 個 別
被 検 体 に 配 属 さ れ て お り 、 こ の 個 別 被 検 体 に よ っ て 携 行 さ れ る 。 さ ら に 、 こ の 装 置 で は 、
長 時 間 Ｅ Ｋ Ｇ 測 定 装 置 の 各 電 極 及 び 各 セ ン サ が 、 ケ ー ブ ル を 用 い て 長 時 間 Ｅ Ｋ Ｇ 測 定 装 置
と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 公 知 の 診 断 お よ び 監 視 装 置 の 欠 点 を 回 避 し て 、 人 体 ま た は 動 物 の 体 部
の 極 め て 重 要 な バ イ タ ル パ ラ メ ー タ の 高 速 診 断 用 、 殊 に 、 心 臓 及 び ／ 又 は 肺 の 拡 張 状 態 、
性 質 、 お よ び 、 機 能 の 検 査 、 並 び に 、 検 査 の 持 続 的 監 視 用 の 装 置 を 、 ユ ー ザ 、 殊 に 、 医 者
が 常 時 携 行 し 、 即 座 に 、 他 の 接 続 端 子 を 用 い ず に 装 着 す る こ と が で き る 程 度 に コ ン パ ク ト
な 形 状 で 、 ケ ー ブ ル 及 び ／ 又 は チ ュ ー ブ 接 続 な し に 使 用 す る こ と が で き る よ う に す る こ と
、 並 び に 、 人 体 ま た は 動 物 の 体 部 の 酸 素 添 加 反 応 値 お よ び 循 環 値 を 、 照 射 、 お よ び 、 減 圧
装 置 が 接 続 さ れ た 体 の 1部 分 上 に 圧 力 を 加 え て 測 定 す る 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 課 題 は 、 実 質 的 に 請 求 項 １ 記 載 の 各 構 成 要 件 に よ っ て 解 決 さ れ る 。 そ の 他 の 有 利 な
実 施 例 は 、 別 の 請 求 項 に よ る 構 成 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 を 用 い て 説 明 す る 。 そ の 際 ：
図 １ は 、 バ イ タ ル パ ラ メ ー タ の 診 断 お よ び 監 視 用 装 置 を 長 手 方 向 に 側 面 か ら 見 た 図 、
図 ２ は 、 図 １ の 診 断 装 置 を 、 被 検 体 上 に 載 置 す べ き 下 側 面 か ら 見 た 図 、
図 ３ は 、 開 い た 状 態 の ス ク リ ー ン 並 び に 操 作 お よ び デ ィ ス プ レ イ 部 の あ る 図 １ の 診 断 装 置
を 上 か ら 見 た 図 、
図 ４ は 、 固 定 し て 統 合 さ れ た ス ク リ ー ン お よ び 開 い た 状 態 の 保 護 カ バ ー 並 び に 引 き 出 し 可
能 な セ ン サ 電 極 を 有 す る 変 形 実 施 例 の 診 断 装 置 を 示 す 図 、
図 ５ は 、 図 ２ 同 様 に 、 図 ４ の 診 断 装 置 を 下 側 か ら 見 た 図 、
図 ６ は 、 図 １ 同 様 に 、 診 断 装 置 を 側 面 か ら 見 た 別 の 実 施 例 で あ る が 、 音 響 シ リ ン ダ と 共 に
、 さ ら に 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 診 断 装 置 に 装 着 さ れ た 外 部 セ ン サ 電 極 、 お よ び 、 固
定 し て 統 合 さ れ た ス ク リ ー ン を 共 に 示 し た 図 、
図 ７ は 、 デ ィ ス プ レ イ お よ び 操 作 フ ィ ー ル ド 並 び に ス ク リ ー ン を 有 す る 、 図 ６ の 診 断 装 置
を 上 か ら 見 た 図 、
図 ８ は 、 図 ２ 同 様 に 、 図 ６ の 診 断 装 置 を 下 か ら 見 た 図 、
図 ９ は 、 交 換 可 能 な ホ ー ン お よ び 交 換 可 能 な 、 音 響 信 号 受 信 用 の 振 動 板 を 有 す る 別 の 変 形
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実 施 例 の 診 断 装 置 を 示 す 図 、
図 １ ０ は 、 図 ９ の 詳 細 部 と し て 、 ホ ー ン 並 び に 振 動 板 の 使 用 前 の 状 態 を 示 す 図 、
図 １ １ は 、 図 ９ の 詳 細 部 と し て 、 他 の 、 振 動 板 な し の ホ ー ン を 示 す 図 、
図 １ ２ は 、 図 １ ， ４ ， ６ お よ び ９ の 診 断 装 置 の 構 成 部 品 と し て 側 面 に 装 着 可 能 な 打 診 モ ジ
ュ ー ル を 示 す 図 、
図 １ ３ は 、 打 診 要 素 、 電 磁 駆 動 ハ ン マ ー 、 な ら び に 、 上 側 に 操 作 お よ び デ ィ ス プ レ イ フ ィ
ー ル ド ／ ス ク リ ー ン が 装 着 さ れ た 、 挿 入 さ れ た 体 部 用 の 加 圧 装 置 、 お よ び 、 光 送 ／ 受 信 器
を 有 す る 検 出 ユ ニ ッ ト が 統 合 さ れ て い て 、 診 断 装 置 の 別 の 実 施 例 を 長 手 方 向 断 面 で 見 た 図
、
図 １ ４ は 、 図 １ ３ の 診 断 装 置 の ス ク リ ー ン を 有 す る 操 作 お よ び 表 示 フ ィ ー ル ド を 示 す 図 、
図 １ ５ は 、 図 １ ３ の 診 断 装 置 を 、 加 圧 装 置 の 上 の 方 か ら 見 た 図 、
図 １ ６ は 、 図 １ ３ の 診 断 装 置 を 、 測 定 電 極 お よ び ホ ー ン の あ る 、 下 の 方 か ら 見 た 図
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ ～ ３ に 示 さ れ て い る 本 発 明 の 診 断 装 置 の 実 施 例 で は 、 ケ ー シ ン グ 内 に 、 体 部 の 音 響
信 号 用 の 検 出 ユ ニ ッ ト １ ， ２ ， ３ 、 並 び に 、 電 圧 変 動 及 び ／ 又 は イ ン ピ ー ダ ン ス 値 、 及 び
／ 又 は 、 温 度 値 の 形 式 の 電 気 信 号 の 検 出 ユ ニ ッ ト が 装 着 さ れ て お り 、 検 出 ユ ニ ッ ト は 、 コ
ン タ ク ト 中 間 ス ペ ー ス ５ の あ る 測 定 電 極 ４ か ら 構 成 さ れ て お り 、 そ の 際 、 ホ ー ン お よ び コ
ン タ ク ト 中 間 ス ペ ー ス の あ る 各 測 定 電 極 は 、 装 置 を 使 う 際 に 、 披 検 体 の 方 に 配 向 さ れ る 。
そ の 際 、 ホ ー ン の 振 動 板 ２ 、 お よ び 、 測 定 電 極 ４ の コ ン タ ク ト 中 間 ス ペ ー ス ５ の 端 子 は 、
同 一 の 水 平 方 向 面 内 に 位 置 し て い る 。 装 置 の 上 側 面 上 に は 、 操 作 キ ー １ ３ 、 ス ピ ー カ ９ 、
デ ィ ス プ レ イ デ ジ タ ル フ ィ ー ル ド １ ５ お よ び デ ィ ス プ レ イ 振 幅 バ ー １ ６ を 有 す る 操 作 お よ
び 表 示 フ ィ ー ル ド が 設 け ら れ て い る 。 ヒ ン ジ ８ を 用 い て 、 診 断 装 置 の ケ ー シ ン グ の 外 壁 に
、 デ ィ ス プ レ イ 曲 線 フ ィ ー ル ド １ ４ を 有 し て い る ス ク リ ー ン ７ が 開 閉 可 能 に 装 着 さ れ て お
り 、 利 用 し な い 場 合 に は 、 ヒ ン ジ ８ を 中 心 に し て 、 操 作 お よ び 表 示 フ ィ ー ル ド を 閉 じ る こ
と が で き る 。 診 断 装 置 の ケ ー シ ン グ 内 に は 、 図 に は 詳 細 に 示 し て い な い が 、 測 定 値 の 増 幅
用 、 測 定 値 の 解 析 用 お よ び 測 定 値 の 表 示 用 に ア ナ ロ グ お よ び デ ジ タ ル 電 子 回 路 が 装 着 さ れ
て い る 。 さ ら に 、 診 断 装 置 の ケ ー シ ン グ 内 に は 、 デ ー タ 記 憶 用 の 素 子 が 設 け ら れ て い る 。
音 響 信 号 用 の 検 出 ユ ニ ッ ト は 、 振 動 板 ２ が 装 着 さ れ た 音 響 シ リ ン ダ １ と 、 装 着 さ れ た マ イ
ク ロ ホ ン ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ケ ー シ ン グ 内 に 、 バ ッ テ リ ま た は 蓄 電 池 １ ２ の
よ う な 電 流 給 電 要 素 を 収 容 す る ス ペ ー ス が 設 け ら れ て い る 。 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、
図 示 の 診 断 装 置 は 、 付 加 的 に ケ ー シ ン グ の 外 側 に 、 イ ヤ ホ ン ／ ヘ ッ ド ホ ン １ ０ の 端 子 用 の
端 子 ジ ャ ッ ク 、 イ ヤ ホ ン ／ ヘ ッ ド ホ ン １ ０ の 端 子 用 、 お よ び 、 コ ン ピ ュ ー タ １ １ に 端 子 接
続 す る た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 し て い る 。 ホ ー ン の マ イ ク ロ ホ ン ３ は 、 ス ピ ー カ ９ と
操 作 お よ び 表 示 フ ィ ー ル ド で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ４ お よ び ５ に 示 さ れ て い る 本 発 明 の 診 断 装 置 の 実 施 例 で は 、 電 気 信 号 及 び ／ 又 は 温 度
値 の 検 出 ユ ニ ッ ト に よ っ て 検 出 さ れ て 評 価 さ れ た 信 号 の 、 フ ラ ッ プ 可 能 に 装 着 さ れ た ビ ジ
ュ ア ル 再 生 装 置 の 代 わ り に 、 操 作 お よ び 表 示 フ ィ ー ル ド 内 の デ ィ ス プ レ イ 曲 線 フ ィ ー ル ド
１ ４ が 設 け ら れ た 、 操 作 お よ び ス ク リ ー ン ７ の 形 式 の 装 置 が 構 成 さ れ て い る 。 ス ク リ ー ン
と 共 に 操 作 指 示 フ ィ ー ル ド の 保 護 の た め に 、 保 護 カ バ ー １ ７ は フ ラ ッ プ 可 能 に 装 置 の 上 側
側 縁 に 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 診 断 装 置 の 、 こ の 実 施 例 は 、 図 １ ～ ３ に 示 さ れ た 実 施 例
と 一 致 し て も よ い 。 し か し 、 図 ４ で は 、 別 の 実 施 例 で 、 ケ ー シ ン グ 内 に 収 納 さ れ る よ う に
設 け ら れ た 、 コ ン タ ク ト 中 間 ス ペ ー ス ５ が あ る 測 定 電 極 ４ の 代 わ り に 、 ケ ー シ ン グ の 下 側
に 、 ホ ー ン １ と 振 動 板 ２ と 同 一 面 に 配 設 さ れ て い て 、 少 し 湾 曲 す る よ う に 設 け ら れ た 測 定
電 極 ４ ′ を 設 け る と 目 的 に 適 っ て い る 。 さ ら に 、 図 ４ お よ び ５ に は 、 少 な く と も 各 電 極 の
一 方 に は 、 取 り 外 し 可 能 に ケ ー シ ン グ の 下 側 に 、 診 断 装 置 と の 接 続 ケ ー ブ ル １ ９ 付 の 測 定
電 極 ４ ″ と し て 接 続 ケ ー ブ ル １ ９ が 装 着 さ れ て い て 、 そ れ 以 外 の 装 置 と は 別 個 に 、 体 部 の
検 査 す べ き 箇 所 に 単 独 で 、 ま た は 、 そ れ と 同 時 に 、 別 の 各 測 定 電 極 を 有 す る 装 置 を 、 他 の
体 の 1部 分 に 用 い る こ と が で き る 装 置 の 下 で 使 用 す る こ と が で き る よ う に 示 さ れ て い る 。
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測 定 電 極 ４ ″ の 操 作 を 容 易 に す る た め に 、 こ の 装 置 は 、 ハ ン ド グ リ ッ プ １ ８ を 有 し て い る
。 こ こ に 図 示 の 実 施 例 で は 、 さ ら に 、 ス ピ ー カ ９ が 診 断 装 置 の ケ ー シ ン グ の 、 他 の 箇 所 に
設 け ら れ て お り 、 蓄 電 池 ス ペ ー ス １ ２ の 代 わ り に 、 バ ッ テ リ ス ペ ー ス ２ １ が 設 け ら れ て い
る 。 さ ら に 、 ケ ー シ ン グ に は 、 コ ン ピ ュ ー タ イ ン タ ー フ ェ ー ス １ １ に 対 し て 付 加 的 に 、 ま
た は 、 他 の 箇 所 に 、 プ リ ン タ と の イ ン タ ー フ ェ ー ス ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 別 の 実 施 例 が 、 図 ６ ～ ８ に 示 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 が 、 前 述 の 実 施 例 か ら 実 質 的 に 区
別 さ れ る の は 、 振 動 板 ２ 付 の ホ ー ン １ の 代 わ り に 、 同 時 に 後 ろ 側 に 接 続 さ れ た マ イ ク ロ ホ
ン ３ の 保 持 部 と し て 使 わ れ る 音 響 シ リ ン ダ １ ′ が 使 用 さ れ て い る 点 に あ る 。 さ ら に 、 イ ン
タ ー フ ェ ー ス ２ ２ が 、 端 子 プ ラ グ ２ ２ ′ を 用 い て 、 ケ ー ブ ル リ ー ド 部 を 介 し て 外 部 測 定 電
極 ４ ″ ″ の 端 子 接 続 用 に 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 そ の 代 わ り に 、 こ こ で も 使 う こ と が で
き る 測 定 電 極 ４ ′ に 、 湾 曲 し て い な い 測 定 電 極 ４ ″ ″ が 用 い ら れ て い る 。 ス ク リ ー ン が 統
合 さ れ た 操 作 お よ び 表 示 フ ィ ー ル ド は 、 こ の 実 施 例 で も 、 図 ７ に 相 応 し て 構 成 さ れ て い る
が 、 図 １ お よ び ３ の 実 施 例 の よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ９ ～ １ １ に は 、 交 換 可 能 な ホ ー ン １ ″ お よ び 交 換 可 能 な 振 動 板 ２ ′ が 装 着 さ れ た 、 音
響 信 号 用 の 、 検 出 ユ ニ ッ ト の 実 施 例 の 診 断 装 置 が 示 さ れ て お り 、 そ の 際 、 そ の 都 度 使 用 さ
れ る ホ ー ン が 、 ネ ジ 、 バ ヨ ネ ッ ト 式 ロ ッ ク を 用 い て 、 ま た は 、 そ の 他 の 公 知 の や り 方 で 、
診 断 装 置 の ケ ー シ ン グ 内 に 装 着 さ れ て 、 マ イ ク ロ ホ ン ３ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ ２ に は 、 付 加 的 な 構 成 部 品 と し て 、 打 診 モ ジ ュ ー ル ２ ６ ～ ２ ９ が 示 さ れ て お り 、 打
診 モ ジ ュ ー ル ２ ６ ～ ２ ９ は 、 診 断 装 置 の 実 施 例 す べ て に 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 打 診
モ ジ ュ ー ル ２ ６ ～ ２ ９ は 、 ア ン グ ル プ ロ フ ィ ー ル 部 ２ ６ 製 、 有 利 に は 、 金 属 製 で あ り 、 ア
ン グ ル プ ロ フ ィ ー ル 部 の 脚 は 、 相 互 に 直 角 に 位 置 し て い る 面 か ら 形 成 さ れ て い る 。 垂 直 に
位 置 し て い る 脚 は 、 図 示 の 実 施 例 で は 高 さ が 、 必 須 で は な い が 、 診 断 装 置 の 外 壁 の 高 さ に
相 応 し て お り 、 こ の 脚 の 外 側 面 に は モ ジ ュ ー ル が 取 り 外 し 可 能 に 、 診 断 装 置 の 外 壁 と 固 定
し て 結 合 さ れ 、 そ の 際 、 モ ジ ュ ー ル の 垂 直 脚 は 、 披 検 体 体 部 側 の 、 診 断 装 置 の 下 側 面 の 水
平 方 向 面 に 延 び て お り 、 そ う す る こ と に よ っ て 、 同 様 に 被 検 体 上 に 載 置 す る こ と が で き る
よ う に さ れ て い る 。 プ ロ フ ィ ー ル ２ ６ の 垂 直 方 向 の 脚 に は 、 そ の 内 側 の 上 側 領 域 ２ ９ 内 に
、 板 バ ネ ２ ８ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 板 バ ネ は 、 そ の 下 側 端 に ハ ン マ ー ２ ７ を 有 し て い る
。 こ の ハ ン マ ー は 、 板 バ ネ と 一 緒 に 、 プ ロ フ ィ ー ル ２ ６ の 水 平 脚 の 内 側 上 に 載 置 さ れ て い
る 。 検 査 時 に 、 ハ ン マ ー ２ ７ と 共 に バ ネ ２ ８ を 手 で 持 ち 上 げ る こ と に よ っ て 、 垂 直 脚 に 弾
き 返 さ れ た 際 に 、 打 撃 ノ イ ズ が 生 じ 、 こ の 打 撃 ノ イ ズ が 体 部 乃 至 被 検 体 の 体 の 1部 分 か ら
反 射 さ れ 、 そ の 際 、 音 響 検 出 装 置 １ ， ２ ， ３ ； １ ′ ， ３ ； １ ″ ″ ， ２ ′ ， ３ に よ っ て 検 出
さ れ 、 転 送 さ れ て 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ３ ～ １ ６ に は 、 本 発 明 の 診 断 装 置 の 、 別 の 実 施 例 が 図 示 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で
は 、 一 方 で 、 図 １ ３ か ら 分 か る よ う に 、 音 響 検 出 装 置 １ ， ２ ， ３ が 、 同 時 に 電 気 － 電 子 要
素 に よ っ て 補 完 さ れ 、 そ の 際 、 振 動 板 ２ ″ は 、 ホ ー ン １ の 前 側 で 、 ホ ー ン の 方 に 向 け ら れ
た 内 側 面 が 光 反 射 性 で あ り 、 ホ ー ン １ に 、 相 互 に 対 向 し 合 っ て い る 光 送 信 器 ４ １ お よ び 光
受 信 器 ４ １ ′ が 設 け ら れ て い る 。 検 査 さ れ る 体 部 部 分 に 使 用 す る 際 （ 例 え ば 、 患 者 の 検 査
さ れ る 腹 壁 の 緊 張 状 態 の 場 合 ） 、 振 動 板 ２ ″ の 運 動 に 相 応 し て 、 光 反 射 お よ び 光 反 射 の 種
々 の 値 が 、 要 素 ４ １ ， ４ １ ′ に よ っ て 測 定 さ れ 、 評 価 の た め に 、 音 響 信 号 に 対 し て 付 加 的
に 転 送 さ れ る 。 光 送 信 器 ４ １ お よ び 光 受 信 器 ４ １ ′ と 組 み 合 わ さ れ た 、 光 反 射 す る 振 動 板
２ ″ の 代 わ り に 、 振 動 板 ２ を 、 振 動 板 の 運 動 乃 至 位 置 を 電 気 － 電 子 信 号 に 変 換 す る 圧 電 素
子 ま た は 渦 電 流 セ ン サ と 結 合 し て も よ い 。 こ の 各 装 置 要 素 ２ ″ 、 ４ １ 、 ４ １ ′ の 代 わ り に
、 ま た は 、 こ の 各 装 置 要 素 ２ ″ 、 ４ １ 、 ４ １ ′ に 対 し て 付 加 的 に 、 検 査 さ れ る 体 の 1部 分
で の 表 面 変 化 が 、 ホ ー ン １ 上 の 圧 力 に よ っ て も 測 定 す る こ と が で き 、 ケ ー シ ン グ 内 に シ フ
ト 可 能 に 支 承 さ れ て い て 、 ホ ー ン １ 上 に 加 わ っ て い る 圧 力 を 圧 力 検 出 器 ４ ２ ， ４ ３ に 転 送
す る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 図 １ ３ で は 、 図 １ ２ の 打 診 モ ジ ュ ー ル の 代 わ り に 、 音 響 形 成 部 ２ ７ ′ 、 ４ ４ ～
４ ７ が 、 診 断 装 置 お よ び そ の ケ ー シ ン グ 内 に 統 合 さ れ て い る 。 そ の 際 、 音 響 発 生 用 の ハ ン
マ ー 部 ２ ７ ″ が 、 電 磁 駆 動 部 ４ ４ ， ４ ５ ， ４ ６ に よ っ て 動 か さ れ 、 音 響 発 生 の た め に 、 診
断 装 置 の 下 側 の 、 音 響 検 出 ユ ニ ッ ト に 対 し て 振 動 版 ２ ， ２ ″ と 同 一 面 上 に 位 置 し て い る ハ
ン マ ー 面 ４ ７ に 衝 突 す る 。 こ の 打 診 要 素 も 、 本 発 明 の 診 断 装 置 の 、 す べ て の 実 施 例 で 使 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ３ の 実 施 例 で は 、 前 述 の 診 断 装 置 で の 、 人 体 ま た は 動 物 の 体 部 の 酸 素 添 加 反 応 お よ
び 循 環 値 、 例 え ば 、 動 脈 の 酸 素 飽 和 、 動 脈 の 毛 細 血 管 お よ び 静 脈 の 血 圧 値 お よ び 血 液 再 循
環 時 間 の 測 定 に 対 し て 付 加 的 に 、 検 査 さ れ る 体 の 1部 分 で の 光 透 過 値 の 検 出 お よ び 光 透 過
値 の 較 正 用 の 検 出 ユ ニ ッ ト ３ １ ～ ４ ０ が 装 着 さ れ る か 、 ま た は 、 側 方 の ヒ ン ジ を 介 し て 開
閉 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 検 出 ユ ニ ッ ト は 、 例 え ば 、 指 部 分 の よ う な 体 の 1部 分 を 挿
入 す る た め の 入 口 を 有 し て お り 、 そ の 際 、 こ の 体 の 1部 分 は 、 そ の 一 方 の 側 が 、 モ ジ ュ ー
ル の 外 壁 に 当 接 さ れ 、 体 の 1部 分 の 、 そ れ に 対 向 す る 側 が ト レ ー 部 ３ ３ に 当 接 さ れ 、 こ の
ト レ ー 部 は 、 加 圧 装 置 ３ ６ ～ ４ ０ と 結 合 さ れ 、 加 圧 装 置 ３ ６ ～ ４ ０ と 共 に ガ イ ド レ ー ル ３
５ 内 で 水 平 方 向 に 可 動 に 案 内 さ れ る 。 そ の 際 、 ト レ ー 部 ３ ３ は 、 加 圧 シ ャ フ ト ３ ８ お よ び
加 圧 モ ー タ ４ ０ に よ っ て 、 挿 入 さ れ て い る 指 部 分 に 対 し て 加 圧 さ れ る 。 加 圧 力 は 、 調 整 要
素 ３ ９ を 介 し て 加 圧 シ ャ フ ト ３ ８ で 調 整 さ れ 、 そ の 際 、 こ の 要 素 は 、 そ れ と 同 時 に 、 加 圧
力 の 高 さ を 測 定 す る 。 ト レ ー 部 ３ ３ に は 、 挿 入 さ れ て い る 指 部 分 の 方 向 に 、 １ つ ま た は 複
数 の 光 送 信 器 ３ ４ が 装 着 さ れ 、 こ の 光 送 信 器 は 、 対 向 し て い る 外 壁 上 の 相 応 の 光 受 信 器 ３
４ ′ と 協 働 す る 。 検 査 さ れ る 体 の 1部 分 の 照 射 時 に 、 こ の セ ン サ 対 ３ ４ 、 ３ ４ ′ に よ っ て
検 出 さ れ て 補 正 さ れ る 光 透 過 値 が 、 信 号 と し て 、 診 断 装 置 の 評 価 電 子 回 路 に 伝 送 さ れ る 。
図 １ ５ に は 、 取 り 付 け 装 置 が 、 検 査 さ れ る 体 の 1部 分 用 の ベ ル ト 式 保 持 部 ３ ０ の 形 式 で 、
検 出 ユ ニ ッ ト ３ ３ － ４ ０ の 上 側 面 上 に 示 さ れ て い る 。 前 述 の 検 出 装 置 ３ ３ － ４ ０ は 、 図 １
～ １ ２ の 診 断 装 置 と は 無 関 係 に 、 こ の 診 断 装 置 か ら 供 給 さ れ た 信 号 の 電 子 評 価 、 フ ィ ル タ
リ ン グ お よ び 記 憶 用 の 装 置 、 自 立 し た 診 断 装 置 と し て 構 成 し て 装 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 最 後 に 、 図 １ ３ ～ １ ５ に は 、 診 断 装 置 の す べ て の 実 施 例 で 使 用 す る こ と が で き る 発 光 部
３ １ が 示 さ れ て お り 、 こ の 発 光 部 は 、 例 え ば 、 瞳 の 機 能 検 査 用 に 使 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 装 置 、 お よ び 、 こ の 装 置 に よ っ て 実 施 さ れ る 方 法 に よ っ て 、 患 者 の バ イ タ ル パ
ラ メ ー タ に つ い て 検 査 し て 、 包 括 的 に 比 較 し う る よ う に 全 体 を 表 示 す る こ と が で き 、 特 に
、 電 気 カ ル ジ オ グ ラ ム 、 血 圧 乃 至 循 環 値 、 酸 素 添 加 反 応 値 （ 血 液 の 酸 素 飽 和 ） 、 血 液 再 循
環 時 間 、 陣 痛 記 録 法 お よ び 聴 診 を 、 検 査 者 、 殊 に 、 医 者 が い つ で も 携 行 で き る よ う な 小 型
装 置 で 実 行 す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 、 被 検 体 乃 至 体 の 1部 分 の 検 出 さ れ た 電 気 お よ
び 音 響 信 号 用 の 包 括 的 な 診 断 お よ び 監 視 に 必 要 な 、 検 出 、 転 送 、 評 価 お よ び 記 憶 装 置 、 並
び に 、 検 出 さ れ て 評 価 さ れ た 信 号 の 表 示 領 域 の 全 て を 有 し て い る 。 デ ー タ の 記 憶 お よ び 光
学 的 、 音 響 的 表 示 に よ り 、 殊 に 、 聴 診 お よ び 打 診 、 例 え ば 、 体 部 の 両 側 を 比 較 し て 聴 診 お
よ び 打 診 す る こ と に よ っ て 、 Ｅ Ｋ Ｇ （ 心 電 図 ） 並 び に 心 臓 の 音 お よ び 雑 音 の よ う な 各 測 定
値 の 比 較 判 断 が 可 能 と な る 。 装 置 は 、 多 数 の 患 者 に い つ で も 使 用 す る こ と が で き 、 機 械 的
、 音 響 的 お よ び 電 気 的 事 象 乃 至 信 号 を 即 座 に 解 析 す る こ と が で き 、 殊 に 、 心 臓 お よ び 肺 お
よ び そ の 機 能 を 解 析 す る こ と が で き る 。 し か も 、 装 置 の 記 憶 機 能 （ メ モ リ 機 能 ） に よ り 、
同 時 に 生 起 し た ２ つ の 事 象 ま た は 時 間 的 に 別 個 に 生 起 し た 事 象 も 比 較 し て 解 析 す る こ と も
で き る 。 そ う す る こ と に よ っ て 、 こ の 装 置 は 、 公 知 の 診 断 お よ び 監 視 装 置 に 較 べ て 著 し い
効 果 を 奏 す る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 バ イ タ ル パ ラ メ ー タ の 診 断 お よ び 監 視 用 装 置 を 長 手 方 向 に 側 面 か ら 見 た 図
【 図 ２ 】 図 １ の 診 断 装 置 を 、 被 検 体 上 に 載 置 す べ き 下 側 面 か ら 見 た 図
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【 図 ３ 】 開 い た 状 態 の ス ク リ ー ン 並 び に 操 作 お よ び デ ィ ス プ レ イ 部 の あ る 図 １ の 診 断 装 置
を 上 か ら 見 た 図
【 図 ４ 】 固 定 し て 統 合 さ れ た ス ク リ ー ン お よ び 開 い た 状 態 の 保 護 カ バ ー 並 び に 引 き 出 し 可
能 な セ ン サ 電 極 を 有 す る 変 形 実 施 例 の 診 断 装 置 を 示 す 図
【 図 ５ 】 図 ２ 同 様 に 、 図 ４ の 診 断 装 置 を 下 側 か ら 見 た 図
【 図 ６ 】 図 １ 同 様 に 、 診 断 装 置 を 側 面 か ら 見 た 別 の 実 施 例 で あ る が 、 音 響 シ リ ン ダ と 共 に
、 さ ら に 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 診 断 装 置 に 装 着 さ れ た 外 部 セ ン サ 電 極 、 お よ び 、 固
定 し て 統 合 さ れ た ス ク リ ー ン を 共 に 示 し た 図
【 図 ７ 】 デ ィ ス プ レ イ お よ び 操 作 フ ィ ー ル ド 並 び に ス ク リ ー ン を 有 す る 、 図 ６ の 診 断 装 置
を 上 か ら 見 た 図
【 図 ８ 】 図 ２ 同 様 に 、 図 ６ の 診 断 装 置 を 下 か ら 見 た 図
【 図 ９ 】 交 換 可 能 な ホ ー ン お よ び 交 換 可 能 な 、 音 響 信 号 受 信 用 の 振 動 板 を 有 す る 別 の 変 形
実 施 例 の 診 断 装 置 を 示 す 図
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 詳 細 部 と し て 、 ホ ー ン 並 び に 振 動 板 の 使 用 前 の 状 態 を 示 す 図
【 図 １ １ 】 図 ９ の 詳 細 部 と し て 、 他 の 、 振 動 板 な し の ホ ー ン を 示 す 図
【 図 １ ２ 】 図 １ ， ４ ， ６ お よ び ９ の 診 断 装 置 の 構 成 部 品 と し て 側 面 に 装 着 可 能 な 打 診 モ ジ
ュ ー ル を 示 す 図
【 図 １ ３ 】 打 診 要 素 、 電 磁 駆 動 ハ ン マ ー 、 な ら び に 、 上 側 に 操 作 お よ び デ ィ ス プ レ イ フ ィ
ー ル ド ／ ス ク リ ー ン が 装 着 さ れ た 、 挿 入 さ れ た 体 部 用 の 加 圧 装 置 、 お よ び 、 光 送 ／ 受 信 器
を 有 す る 検 出 ユ ニ ッ ト が 統 合 さ れ て い て 、 診 断 装 置 の 別 の 実 施 例 を 長 手 方 向 断 面 で 見 た 図
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の 診 断 装 置 の ス ク リ ー ン を 有 す る 操 作 お よ び 表 示 フ ィ ー ル ド を 示 す 図
【 図 １ ５ 】 図 １ ３ の 診 断 装 置 を 、 加 圧 装 置 の 上 の 方 か ら 見 た 図
【 図 １ ６ 】 図 １ ３ の 診 断 装 置 を 、 測 定 電 極 お よ び ホ ー ン の あ る 、 下 の 方 か ら 見 た 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ 　 ホ ー ン
　 　 １ ′ 　 音 響 シ リ ン ダ
　 　 １ ″ 　 交 換 式 音 響 ヘ ッ ド
　 ２ 　 振 動 板
　 　 ２ ′ 　 交 換 式 振 動 板
　 　 ２ ″ 　 コ ー テ ィ ン グ さ れ た 振 動 板
　 ３ 　 マ イ ク ロ ホ ン
　 ４ 　 測 定 電 極 （ お よ び サ ー モ セ ン サ ）
　 ５ 　 コ ン タ ク ト ペ ー ス ト 用 の 電 極 穴
　 ６ 　 ア ナ ロ グ お よ び デ ジ タ ル 電 気 回 路
　 　 ６ ′ 　 ト リ ガ 素 子
　 　 ６ ″ 　 デ ー タ 記 憶 素 子
　 　 ６ ″ ′ 　 フ ィ ル タ 素 子
　 　 ６ ″ ″ 　 遮 蔽 ケ ー シ ン グ
　 ７ 　 ス ク リ ー ン
　 ８ 　 ス ク リ ー ン の 開 閉 用 ヒ ン ジ
　 ９ 　 ス ピ ー カ （ 信 号 及 び ／ 又 は 音 響
　 １ ０ 　 コ ン ピ ュ ー タ と の イ ン タ ー フ ェ ー ス
　 １ １ 　 イ ヤ ホ ン 乃 至 ヘ ッ ド ホ ン と の イ ン タ ー フ ェ ー ス
　 １ ２ 　 ア キ ュ ム レ ー タ 乃 至 ネ ッ ト ワ ー ク へ の イ ン タ ー フ ェ ー ス
　 １ ３ 　 操 作 キ ー
　 　 　 　 オ ン ／ オ フ
　 　 　 　 デ ィ ス プ レ イ 用 の 個 別 電 気 導 出 部 ま た は マ イ ク ロ ホ ン の 選 択 キ ー
　 　 　 　 ス ピ ー カ 用 の 個 別 電 気 導 出 部 ま た は マ イ ク ロ ホ ン の 選 択 キ ー
　 　 　 　 デ ィ ス プ レ イ お よ び ス ピ ー カ 用 の ア ン プ キ ー
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　 　 　 　 フ ィ ル タ キ ー
　 　 　 　 メ モ リ キ ー
　 　 　 　 較 正 信 号 始 動 部
　 １ ４ 　 デ ィ ス プ レ イ 曲 線 フ ィ ー ル ド
　 １ ５ 　 デ ィ ス プ レ イ デ ジ タ ル フ ィ ー ル ド
　 　 　 　 周 波 数
　 　 　 　 振 幅
　 １ ６ 　 デ ィ ス プ レ イ 振 幅 フ ィ ー ル ド
　 １ ７ 　 保 護 カ バ ー
　 １ ８ 　 グ リ ッ プ
　 １ ９ 　 内 部 電 極 ケ ー ブ ル
　 ２ ０ 　 プ リ ン タ と の イ ン タ ー フ ェ ー ス
　 ２ １ 　 バ ッ テ リ ス ペ ー ス
　 ２ ２ 　 外 部 電 極 ケ ー ブ ル と の イ ン タ ー フ ェ ー ス
　 　 ２ ２ ′ 　 外 部 電 極 ケ ー ブ ル
　 　 ２ ２ ″ 　 外 部 電 極 保 持 部
　 ２ ３ 　 Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 部
　 ２ ４ 　 ケ ー シ ン グ 外 装 部
　 ２ ５ 　 音 響 ヘ ッ ド 保 持 部
　 ２ ６ 　 打 診 フ レ ー ム 部
　 ２ ７ 　 打 診 ハ ン マ ー 部
　 ２ ８ 　 板 バ ネ
　 ２ ９ 　 板 バ ネ ア ン カ ー 点
　 ３ ０ 　 ベ ル ト 取 付 部
　 ３ １ 　 （ 瞳 孔 機 能 検 査 用 ） 照 明 部
　 ３ ２ 　 指 セ ン サ
　 ３ ３ 　 上 皿
　 ３ ４ 　 血 流 用 セ ン サ 対 （ 光 送 信 器 お よ び 光 受 信 器 ）
　 ３ ５ 　 ガ イ ド レ ー ル
　 ３ ６ 　 加 圧 装 置
　 ３ ７ 　 加 圧 ガ イ ド
　 ３ ８ 　 加 圧 シ ャ フ ト
　 ３ ９ 　 加 圧 位 置 調 整 お よ び 測 定 部
　 ４ ０ 　 加 圧 モ ー タ
　 ４ １ 　 壁 部 緊 張 力 セ ン サ 対 （ 光 送 信 器 お よ び 光 受 信 器 ）
　 ４ ２ 　 ホ ー ン 弾 性 取 付 部
　 ４ ３ 　 圧 力 検 出 器
　 ４ ４ 　 復 帰 バ ネ 付 ハ ン マ ー 直 線 軸
　 ４ ５ 　 電 磁 直 線 駆 動 部
　 ４ ６ 　 バ ネ 付 の 軸 ガ イ ド 部
　 ４ ７ 　 ハ ン マ ー プ レ ー ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

本发明涉及医疗技术领域，并且涉及电缆和/或无内胎用户单手使用以高
速诊断和监测人体或动物体，特别是心脏和/或肺部的重要参数。它涉及
一种紧凑形式的诊断和监测装置在手掌的尺寸的横截面中具有大约手的
宽度的一半的高度的壳体中，在附接到身体部分的侧表面上，用于检测
和传递身体部分的声学和/或电信号，提供诸如喇叭（4,5）的装置。该装
置包括用于分析，过滤和存储检测装置的信号的装置和用于以数字或模
拟形式在显示区域（14,14,16,17）中可视地显示评估信号的装置。通过
设置在壳体中的扬声器（9）连接到另一个设备和/或用于声音再现的设
备。诊断和监视设备还具有用于外部设备和/或设备（例如计算机，耳
机，打印机）的终端连接的接口（10,11）。本发明的主要要求如图1和3
所示。
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